
手順のながれを最初にご紹介します。　（7つの手順があります）

1.最初に、弊社のソフトに、1件データを登録します。

　　※必要な項目に、すべて、データを登録してください。

　　※写真も必要であれば、「写真」も登録します。

2.つぎに、同上で、登録したデータを「マスター出力」のメニューを選び、保存します。

　　※このデータが、コンバートをする際の「元」になります。

　　　　　　　　※※※※保存保存保存保存するするするする際際際際にはにはにはには、「、「、「、「txttxttxttxt」」」」形式形式形式形式をををを選選選選んでんでんでんで、、、、保存保存保存保存しますしますしますします。　（。　（。　（。　（重要重要重要重要））））

　（例）「sample.txt」という名前で、保存しました。　

3.前項で、保存したファイルを「エクセル」で、開きます。　<sample.txt＞

4.他のシステムで、作成したデータ＜xxx.txt　もしくは、xxx.csv＞を、同様に「エクセル」で開きます。

5＜xxx.txt　もしくは、xxx.csv＞の項目を「列ごとにコピー」をし、<sample.txt>に貼り付けをします。

6.データを移し終えたら、<sample.txt>別名で保存します。

別名別名別名別名はははは、（、（、（、（例例例例）「）「）「）「120203120203120203120203....csvcsvcsvcsv」（　」（　」（　」（　作成日付作成日付作成日付作成日付....csvcsvcsvcsv　）　）　）　）のようにのようにのようにのように、、、、名付名付名付名付けてけてけてけて保存保存保存保存しますしますしますします。（。（。（。（重要重要重要重要））））

　　　　　　　　※※※※エクセルでエクセルでエクセルでエクセルで編集編集編集編集したしたしたした場合場合場合場合はははは、「、「、「、「csvcsvcsvcsv」」」」形式形式形式形式をををを選選選選んでんでんでんで、、、、保存保存保存保存しますしますしますします。　（。　（。　（。　（最重要最重要最重要最重要））））

7.ソフトの「マスター取り込み」のメニューを選び、「120203csv」を保存すれれば、完了です。

データコンバートのしかた

簡単簡単簡単簡単にににに、、、、別別別別でででで作成作成作成作成したデータをしたデータをしたデータをしたデータを取取取取りりりり込込込込むことができますむことができますむことができますむことができます。。。。

　　　　　　　以下「ポイント」となる操作をご紹介します。

＜1.マスター管理について＞

お使いになりたい項目が

ない場合は、他の項目を

読み替えてお使いください。

写真は、保存している

フォルダーおよび

ファイル名を指定します

お使いになりたい項目が

ない場合は、他の項目を

読み替えてお使いください。



＜2.ファイル出力について＞

　1）マスター出力を選びます。

　　お使いいただくソフトにより、画面が異なりますが、「メニュー名」や操作は、共通です。

下記は、「営業支援ソフト　パル」の画面例です。

　2）ファイル名を「sanple.txt」と名付けて保存します。

　　保存する場所は、任意です。　このファイルは、「元データ」として残しておきます。

　　　　　　　　※※※※保存保存保存保存するするするする際際際際にはにはにはには、「、「、「、「txttxttxttxt」」」」形式形式形式形式をををを選選選選んでんでんでんで、、、、保存保存保存保存しますしますしますします。　（。　（。　（。　（重要重要重要重要））））　　　　　　　　※※※※保存保存保存保存するするするする際際際際にはにはにはには、「、「、「、「txttxttxttxt」」」」形式形式形式形式をををを選選選選んでんでんでんで、、、、保存保存保存保存しますしますしますします。　（。　（。　（。　（重要重要重要重要））））



＜3.エクセルでの編集について＞

　1）sample.txtをエクセルで開きます。
　　「ファイルの種類」を「Text files」としでから、ファイルを開きます。

 2）テキストファイルは、3ステップで、表示されます。

　1/3、2/3の手順は、画面の表示通りで、進めます。

　　※データが、項目ごとに、区切られていることを確認します。



3）3/3のステップは、重要です。

　　①最終桁まで、カーソルを進めます。
　　②つぎに、「最終桁」を「SHIFT」キーを押したまま、クリックします。
　　　画面が、下図のように、「黒い反転文字」になります。
　　　・・・全項目を選択した状態になりました。
　　③つぎに、「データ形式」を「文字列」として
　　④「完了」を押します。
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4）データを移行させたいファイルも同様に開きます。

　　①例示では、「ex.txt」を開きました。

　　②2つのファイルを並べています。

　　　通常は、データの並び順が異なっていますので、対比する項目列を「列コピー」をして
　　　移していきます。

　　　※ただし、コンバートする際に、1行目は無視されますので、コンバートするデータの
　　　「（例）ex.txt」の　1行目に、あらかじめ、「sample.txt」の表題をつけておくと便利です。
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　　③ex.txtの1行目に表題をつけた画面です。

　　④「ex.txt」の　A列を「sampleTxt」のA列に、
　　 　「ex.txt」の　B列を「sampletxt」のＤ列に、
　　 　「ex.txt」の　Ｆ列を「sampletxt」のＢ列に、

順次、「ｓample.txt」のファイルに移していきます。

下図は、移行が完了した「sample.txt」です。

5）営業支援ソフト　パル　の場合、データは、AF列までが、1データとなっています。

　　なお、パルの場合には、　「AA」列は、「1」、「AB列は、「0」、「AD列」は、「1」の固定文字が
　　必要です。

　6）列コピーが完了したら、別名で保存します。　保存形式は、「CSV形式」を選んでください。

　　　　別名は、（例）「120203.csv」（　作成日付.csv　）のように、名付けて保存します。（重要）

　　　　　　　　　　　　　　　　※※※※エクセルでエクセルでエクセルでエクセルで編集編集編集編集したしたしたした場合場合場合場合はははは、「、「、「、「csvcsvcsvcsv」」」」形式形式形式形式をををを選選選選んでんでんでんで、、、、保存保存保存保存しますしますしますします。　（。　（。　（。　（最重要最重要最重要最重要））））



　　　下図は、CSVファイルを選択して、保存している画面です。

これで、データの移行が完了です。

また、「sample.txt」は、別名で保存しましたので、「元のデータのまま」残っています。

＜4.ファイル取り込みについて＞

　1）マスター取込を選びます。

　　お使いいただくソフトにより、画面が異なりますが、「メニュー名」や操作は、共通です。

下記は、「営業支援ソフト　パル」の画面例です。

　2）直前に保存した「120203.csv」を指定し、実行すれば、完了です。


